
平成２６年度の全教育課程が終了し、１，２年生とも全員が修了し、進級しました。

母校に来て早くも１年が経ち、時の流れの速さに改めて驚いています。

この１年、大きな事件・事故もなく、計画した教育活動を終了でき､ホッとするとともに、保護

者、地域の皆さんのご理解とご協力のお陰と感謝しています。有難うございました。

もちろん、思うようにできなかったこともいろいろありますが、それらは来

年度の課題として、教育課程を編成し、取り組みたいと考え､準備しています。

学習面では、授業には真面目に臨む生徒がほとんどですので、今後は教師の

指導力アップと生徒の学習習慣向上に力を入れたいと考えています。

大きな成果を出した生徒会活動
生活面では、何と言っても「無遅刻連続記録５０日」を達成したことです。これまで何年も達成

することが出来なかった生徒会の目標でした。しかも、１００日を越え、１３２日まで伸ばしまし

た。お陰で、「やればできる」という自信と「やってみよう」という挑戦意欲が高まったことも大

きな収穫でした。現在も、今年度の記録を超えようと、全員が協力して登校しています。また、４

年ぶりに参加した町内一周駅伝や小川タケノコ倶楽部合宿通学でのボランティアなどを通じ､地域

との関わりや貢献を意識しだした生徒が増えたこともうれしかったです。

私も､残すところあと１年です。教職の締めくくりを、母校の発展に貢献できるよう頑張りたい

と思いますので、来年度もよろしくお願いします。
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有難うございました。

★★進級後の自覚を持った生活★★
三年生卒業後の１，２年生の１週間の生活は、進級後の学年を意識して自覚的に生活する事

を課題としました。生徒たちはよく応え、生活態度の向上に努力していて大変うれしいです。

まず登校が早いです。７時４０分には登校が終了し、朝の活動に入っています。あいさつの

声も一段と大きく感じました。係活動や清掃も少ない人数でよくやっていました。

春休みも事故にあったり起こすことなく、自覚的に生活して新年度を迎えてほしいと思います。

サッカーを楽しむ１年生



プールに日よけテント
卒業記念品
本校のプールには、日よ

けテントがありませんでし

たが、３年生が卒業記念品

として、プレゼンしてくれ

ました。大切に使わせてい

ただきます。

ありがとうございました。

２６年度精勤賞（１年間無欠席）

１学年修了生徒

平澤 慧 松本 隼弥 伊東 隼矢

佐藤 翔 箱﨑 勝哉 渋川 史人

坂本 啓太 村上 柊平 志賀 明優

二瓶 碧梨 井戸川 都 荒木 美愛

大平 留奈 加藤 花梨 海野 涼風

須藤さおり 小松 稜平 松本 瑞希

岡部かれん 藤川 由衣 松本 芹菜

小松 愛美 長谷川桃香 熊谷美々杏

以上２４人

２学年修了生徒

草野 柚希 門馬 遼太 中野 龍馬

草野 拓己 加藤 萌 佐藤 真衣

大塚 胡桃 菅谷 朱音 椿 玲奈

野村 尚美 宮本 碧 安田 優花

草野 堅 國府田泰希 木田 涼

下谷 哲聖 佐藤 雄大 佐藤 匠

大日向飛真 松本 淳菜 松本さや香

以上２１人

自転車車輪止め設置
車輪止めがなかった自転車置き場

に、鈴木鉄工所さんのご協力で、他

校を参考にした簡易車輪止めを設置

することができました。

今回の設置台数は、１８台分です。

平成２７年度情報モラル講座＆ＰＴＡ総会参加のお願い
平成２７年度のＰＴＡ総会は、４月２２日（水）の午後に予定しています。

これまでは、総会前に授業参観、後に学年・学級懇談を行っていました。しかし、来年度は、

総会前の授業参観を行わず、その代わりに「賢いスマホの使い方教室」（生徒による発表も含む）

を予定しています。これは、スマートフォンの急激な普及に伴い、事件や生徒同士のトラブルな

ど、様々な問題が増えてきたため、生徒ばかりでなく、購入責任者で使用監督者でもある保護者

の皆さんにも危険性を知っていただき、使わせ方を考えていただかなければ、と考えたからです。

ところが、このことについてＰＴＡ役員の方から、とても心配になる疑問が出されました。

それは「ＰＴＡ総会が成立しないのでは？！」ということです。

というのも、これまでは授業参観があったので保護者の方は来てくれた、それでも参観が終わ

るとかなりの方が帰ってしまい、総会や学年・学級懇談会にはあまり参加してくれない。だから、

授業参観がなければ、講演会のために学校に来るだろうか？そのため、総会や懇談会が出来なくなる

のではないか？というのです。そんなバカなことが…‼と、初めは思ったのですが、よくよく考えれば､

起こりうるかもしれない？ととても不安になりました。それで、この記事を書いています。

以上のことが「杞憂」で終わるようにと願っています。先生方や役員の方々の意欲を削ぐことなく、保護

者の方々のご協力の姿を実感して、教育活動に邁進できるよう、ぜひ出席をお願いします。




